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１．【開催案内】公開シンポジウム 
 「⼦ども政策の総合化を考える３ 保育・幼児教育の公共性」 
２．【開催案内】公開シンポジウム 
 「災禍の時代の社会学」 
３.【開催案内】公開シンポジウム 
 「歴史教育シンポジウム（「歴史総合」をめぐって(７)）− 
 「歴史総合」の授業と教員養成を検討する」 
■-------------------------------------------------------------------- 
【開催案内】公開シンポジウム 
「⼦ども政策の総合化を考える３ 保育・幼児教育の公共性」 
--------------------------------------------------------------------■ 
【主催】⽇本学術会議⼼理学・教育学委員会乳幼児発達・保育分科会、⽇本学術会議⼼理学・
教育学委員会排除包摂と教育分科会 
【共催】東京⼤学⼤学院教育学研究科附属発達保育実践政策学センター、広島⼤学⼤学院⼈
間社会科学研究科附属幼年教育研究施設、お茶の⽔⼥⼦⼤学⼈間発達教育科学研究所、⽇本
保育学会、⽇本教育学会、教育関連学会連絡協議会 
【⽇時】2023 年 9 ⽉ 24 ⽇（⽇）16:00〜19:00 
【場所】オンライン 
【参加費】 無料 
【定員】1,000 ⼈ 
【事前申込み】要  
https://www.cedep.p.u-tokyo.ac.jp/eventlisting/symposium/20230924symposium/ 
【開催趣旨】 
 「こどもまんなか」をスローガンとして⼦ども政策の総合化が打ち出され、2023 年４⽉
１⽇、こども基本法が施⾏されるとともに、こども家庭庁が発⾜した。⼼理学・教育学委員
会の２分科会では、その動向に即して重要な課題を提⽰するために、「⼦ども政策の総合化
を考える」とのテーマのもとで、合同で⼀連のシンポジウムを⾏ってきた。初回は主にケア
の視点から「横の連携」の重要性を打ち出し、第⼆回は主に教育の観点から「探究」を軸に
「縦の接続」を構築する必要性を⽰した。 
 第三回の今回は、「保育・幼児教育の公共性」をテーマとする。こども家庭庁において現
在打ち出されている施策は、現在、保育・幼児教育の施設や制度を充実させるよりも、個々
の⼦どもや個々の家庭の⼦育てを⽀援する⽅向へと向かっている。ここで⾒過ごされがち
なのは、保育・幼児教育施設が持つ公共的な性格である。このシンポジウムでは、個々の⼦
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どもの学びと育ちを⽀えるというだけでなく、⽂化と価値を継承・創造し、社会を変容させ
る駆動⼒となる保育・幼児教育の可能性を考える。 
【プログラム】 
https://www.scj.go.jp/ja/event/2023/348-s-0924-2.html 
【問い合わせ先】 
東京⼤学⼤学院教育学研究科附属発達保育実践政策学センター 
メールアドレス： cedep@p.u-tokyo.ac.jp 
 
■-------------------------------------------------------------------- 
【開催案内】公開シンポジウム 
 「災禍の時代の社会学」 
--------------------------------------------------------------------■ 
【主催】⽇本学術会議社会学委員会、社会学委員会社会理論分科会 
【共催】⽇本社会学会 
【⽇時】令和５年（2023 年）10 ⽉９⽇(⽉・祝) 14:00〜17:00 
【場所】⽴正⼤学品川キャンパス９号館 9B21 教室（東京都品川区⼤崎 4-2-16） 
【参加費】 無料 
【定員】150 ⼈ 
【事前申込み】不要  
【開催趣旨】 
 2019 年末に始まった新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤は、あっという間に世界を覆
い、パンデミック化した。それから４年近くも経った現在も、完全に終息したとは⾔い難い。
パンデミックは社会のさまざまな⾯に影響を及ぼした。とくに、経済活動の停滞は、雇⽤状
況に⼤きく影響し、社会的格差の問題が⼤きく浮上した。また、パンデミックは、社会的孤
⽴や孤独感にも影響を及ぼし、⾃殺の増加も報じられた。これらの問題の深刻さは各国政府
によっても強く認識されてきたところである。 
 だが、コロナ・パンデミックによって顕著に現れた諸問題は、パンデミックによって突然
現れたものではなく、それ以前から問題の素地は存在していたものの、⼗分に解決されてこ
なかった諸問題であるといえる。本シンポジウムでは、「⾃殺」、「教育」、「ケア」という具
体的なトピックを題材としてこの点を検討する。 
 また、これらの問題は、現代社会の基盤をなす「⺠主主義」や「市⺠社会」の根幹に関わ
るものでもある。コロナ・パンデミックに引き続いて⽣じたロシアによるウクライナ侵攻は、
これまでも営々と議論されてきた「⺠主主義」についてさらに考えていくことの重要性を⽰
してもいる。本シンポジウムでは、「新しい介⼊主義」「⺠主主義の⼆つの形」「〈共〉の社会
理論」という視点から社会学の視⾓を活かした形で市⺠社会と⺠主主義の問題について論
じる。最後に全体討論を⾏い、個々の報告内容をふまえた上で現代社会が抱える問題 
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の解決の道筋を探るとともに、孤⽴を超えて連帯するこれからの社会を、多くの参加者とと
もに展望できればと考えている。 
【プログラム】 
https://www.scj.go.jp/ja/event/2023/351-s-1009.html 
【問い合わせ先】 
⽇本学術会議社会学委員会社会理論分科会幹事 
 メールアドレス： sarita@iss.u-tokyo.ac.jp 
 
■-------------------------------------------------------------------- 
【開催案内】公開シンポジウム 
「歴史教育シンポジウム（「歴史総合」をめぐって(７)）− 
「歴史総合」の授業と教員養成を検討する」 
--------------------------------------------------------------------■ 
【主催】⽇本学術会議史学委員会、史学委員会中⾼⼤歴史教育に関する分科会 
【共催】⽇本歴史学協会 
【⽇時】令和５年（2023）10 ⽉ 28 ⽇（⼟）13：00〜17：00 
【場所】⼀橋⼤学（東キャンパス）東 2号館 2201 教室（東京都国⽴市中２−１） 
及びオンライン配信（ハイブリッド開催） 
【参加費】 無料 
【定員】対⾯ 200名、オンライン 300名 
【事前申込み】要  
https://forms.gle/8vs9jYDD6UsYBjjm6 
【開催趣旨】 
 このシンポジウムでは「歴史総合」についてすでに６回検討してきた。歴史総合は 2022
年４⽉から授業が始まり１年以上が経過した。授業構想ではなく実際に授業を実施して、歴
史教育の新しい側⾯の発⾒や逆に授業の困難も幾つか報告されている。今回は歴史総合が
必履修科⽬である点に注⽬して企画した。 
歴史総合が学校教育で最後の歴史の授業になるかも知れない⽣徒に授業を⾏っている教員
などに報告を依頼してみた。また、歴史総合や探求科⽬は、新しい試みであるために多くの
現職教員は⼤学でその訓練を受けていない。これから教員になる⼤学⽣にどのような歴史
教育を⾏っていくかを考えてみる必要があるだろう。３つの報告は、歴史教育の今後を考え
る貴重な素材を提供すると期待している。 
【プログラム】 
https://www.scj.go.jp/ja/event/2023/348-s-1028.html 
【問い合わせ先】 
若尾政希 
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メールアドレス： wakao.masaki@r.hit-u.ac.jp 
----------------------------------------------------------------------- 
*********************************************************************** 
⽇本学術会議 YouTube チャンネル 
https://www.youtube.com/channel/UCV49_ycWmnfhNV2jgePY4Cw 
⽇本学術会議公式Twitter 
https://twitter.com/scj_info 
*********************************************************************** 
*********************************************************************** 
学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから 
http://jssf86.org/works1.html 
*********************************************************************** 
=========================================================
============== 
⽇本学術会議ニュースメールは転載は⾃由ですので、関係団体の学術誌等へ 
の転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多くの⽅にお読みいただける
ようにお取り計らいください。 
過去のメールニュースは、⽇本学術会議ホームページに掲載しております。 
https://www.scj.go.jp/ja/other/news/index.html 
【本メールに関するお問い合わせ】 
本メールは、配信専⽤のアドレスで配信されており返信できません。 
本メールに関するお問い合わせは、下記の URL に連絡先の記載がありますので、そちらか
らお願いいたします。 
=========================================================
発⾏：⽇本学術会議事務局 https://www.scj.go.jp/ 
〒106-8555 東京都港区六本⽊ 7-22-34 
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